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Summary 
L eaf segment culture was used for the propagation of “SHIRANEAOI (Glaucidium palmαtum)" 
in this experiment. The results obtained are as follows : In the first year， optimum time of incubation 
(l5th， 22th， and 30th of Aprill and optimum temperature of growth (15"C， 20"C， 25"C) for regeneration 
were determined with different concentrations of plant growth reguraters NAA and BA. In the compar-
ison of the incubation times， the incubation on 30th April was found disadvantageous for leaf growth 
and shoot regenaration. The concentration of N AA， O.01mg/l seemed to be inadequate for growth and 
regeneration， but the concentration of NAA， O.1mg/l was the best among the three different conditions 
t巴sted.The concentration of BA， 1 mg/l seem巴dto promote shoot regeneration and the concentration 
of BA， 2mg/l was observed helpful for callus formation. In the second year the concentration of NAA， 
O.lmg/l which was the best for the first year experiment did not show the same results. This might be 
due to the ov巴rageof th巴leaves.In contrast， the better growth and shoot regeneration were observed 
and true leaf development was found by the increase of NAA conc巴ntrationsin the medium， although 
the shoots failed to produce roots ultimately 











たキンポウゲ科から独立し， 1科 l属 1種の貴重な日本 た4ト 7) これらの植物は茎頂からプロトコーム小体が
特産種である.近年の土地開発により杉等の人工林が増 多数出来る上に，多くの葉片が容易に得られ，材料の入




キーワード :シラネアオイ 、葉片培養、不定芽形成 キクなど，葉片を材料にした培養の成果が報告されてい
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材料は 2カ年とも， 4月中下旬，山形県鶴岡市荒倉山 6 )培養の温度および光条件
周辺の山地よ り葉を採取して用いた.供試した葉は 1年 1年目は光条件は， 16時間日長3000Lux，培養温度は
目の実験では開花2週間前，展葉直後のもの(4月15日)， 15'C， 20'C， 25'Cの3区を設定し， 2年目は培養温度は
開花当日のもの(4月22日)、および開花が終わって花 20'C区のみとし， 16時間日長、 3000Luxで、90日間培養し，














基本培地は両年ともMS(Murashige & Scoog 1962) 
培地とし，これに微量要素として葉酸をO.5mg/ 1 添加し
た改変MS培地とした.植物ホルモンと25g /1のシ ョ糖
を加え， pH5.8に調整し，寒天 7g /1を加えた後， 1年
目は試験管 (15mmX 150mm)に10mlずつ分注し，オート ク




















l年目はNAAを0.01，0.05， 0.1mg/1， BAを1.0，2.0 られたものの徐々に褐変し，継代途中で全ての外植体が
mg/1として各々を組み合わせ， 合計6区の試験区を設定 褐変してしまった.ところが，枯死したと恩われていた
した. 2年目にはBA濃度については前年同様1.0，2. Omg その外植体からカルスが出現し，1個体中5個体から カ
/1としたが，NAAについては10倍の濃度0.1，0.5， 1.0mg ルスが確認され，これらのカルスは増殖を続けた.
/1という設定とした.試験管1本当たり 1個体とし合計 2) NAA. BA濃度と器官分化
植付け個数は270個体であった. 第l表には 1年目実験の結果を示した.また第 l図に
5 )糞片の植え付け条件 は第l表の内NAAとBAについて濃度別に集計した結果
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葉片 肥 大 不定芽形成 脱分化
付 肥大 肥大率 渇脇治官十 悩す日目恰計 形成 形成率 温隠断↑樹す日目!出十 脱分化 脱分化温度別合計 樹す日gl治計
日 NAA (mg!l) I BA(mg!l) 個体数 (%) IlIE;¥持(唱) 肥大事(%) 個体数 (%) 敵鱗(唱) 形成事(弛) 個体数 率(%)脱JJi~事情) I!酬醇(%)
0.01 10 4 40.0 O 。 2 20.0 
0.05 1.0 10 8 80.0 3 30.。 7 70.0 
4/15 




0.01 10 5 
66.7 66.7 28.3 
3 30.0 
58.3 58.3 
50.0 2 20.0 
0.05 2.0 10 6 60.0 。。 5 50.0 
0.1 10 8 80.0 6 60.0 9 90.0 
0.01 5 2 40.0 1 20.0 20.0 
0.05 1.0 5 2 40.0 2 40.0 l 20.0 




0.01 。。 33.3 。。5 。。
0.05 2.0 5 20.0 。 O 。 O 
0.1 5 4 80.0 2 40.0 O 。
0.01 5 O 。 1 20.0 。。
0.05 1.0 5 2 40.0 2 40.0 2 40.0 
4122 20 





23.3 24.4 16.7 
0.01 5 2 40.0 O 。 。 O 
0.05 2.0 5 1 20.0 1 20.0 。。
0.1 5 2 40.0 1 20.0 4 80.0 
0.01 5 O 。 。 O 。。
0.05 1.0 5 2 40.0 2 40.0 1 20.0 





26.7 。 16.7 5 O 。 O 。
0.05 2.0 5 O 。 O O 。。
0.1 5 3 60.0 1 20.0 3 60.0 
0.01 7 O 。 O O 。。
0.05 1.0 7 2 28.6 。 O O O 
0.1 6 2 33.3 2 33.3 
00.0) 
O 。 。15 
0.01 6 O O 
37.5 
O 。 O O 
0.05 2.0 7 5 71.4 1 14.3 。 O 
0.1 7 6 85.7 1 14.3 O O 
0.01 7 。。 O 。 O 。
0.05 1.0 6 l 16.7 O 。 O O 
4/30 
0.1 7 。 O 1 14.3 






7 l 。 O O 
0.05 2.0 7 4 57.1 2 28.6 O O 
0.1 6 2 33.3 。 O O O 
0.01 6 。 O O O O 。
0.05 1.0 7 。 O O O O 。
0.1 7 。 O O O 
( 0 ) 
O 。
25 
0.01 7 。。 2.5 。 O O 。 O 
0.05 2.0 6 1 16.7 。。 O 。
0.1 7 。 O 。 O O 。
を示した これらによれば，葉片肥大率，不定芽形成率 率が， 2 mg/l 添加区では脱分化率がそれぞれ他と比べて
および脱分化率ともNAAO.1mg/lとBA1.0ないし2.0mg/l 良好であった.外植体の脱分化率(第 l表)においては，
添加区において最も反応の割合が高く ，葉片肥大率では 4月15日に植え付けた外植体が全体で58.3%と高く，と
最高90%を示した区 (4/15植え付け)もあり ，合計の肥 りわけNAAがO.lmg/lの場合90%という高率の脱分化を




不定芽形成率と脱分化率についてはBA濃度の影響を 分化率の割合は第 1表の通り， 4月15日に植え付けた外











NAA 0.01 0.05 0.1 






0.01 0.05 ~ . ~ (mg/1) 


















培養温度 供試 肥大葉片数 不定芽形成 脱分 化
℃ 葉片数 (%) 個体数(%) 個体数(%)
15'C 70 25(35.7) 14 (20.0) 3 ( 4.2) 
20'C 130 57 (43.8) 26 (20.0) 41 (31.5) 
25'C 70 8 (11.4) 700.0) 5 ( 7.1) 
合計 270 90 (33.3) 47 (17.4) 49 (18.1) 


















は極めて成績悪く 0%の区が多かった. しかし， NAA 
濃度の高い1.0mg/l区では50%近くが不定芽を形成した.
不定芽形成が認められなかった区の葉片は培養60日後
には葉片の全てが枯死した しかし，さ らに 1ヶ月後の
90日後には第4表に示したように不定芽形成が得られた
NAA 1.0mg/l+BA 1.0mg/l区で77.1%，NAA 1.0mg/l 
第3表 2年目実験.葉片培養60日後の葉片肥大と不定芽形成
NAA BA 肥大葉片数 葉片肥大率 不定芽形成 不定芽形成率
(mg/l) (mg/l) /供試数 (%) 葉片数/供試数 (%) 
0.1 1.0 11/48 22.9 1/48 2.0 
0.1 2.0 7/48 14.6 0/48 。
1.5 1.0 21/48 43.8 0/48 。
0.5 2.0 19/48 39.6 0/48 。
1.0 1.0 23/48 47.9 21/48 43.8 
1.0 2.0 30/48 62.5 28/48 58.3 
(MS培地，ショ糖25g/1.寒天 7g /1添加 ph : 5.8. 3000Lux. 16時間日長)
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(mg/ll (mg/ll した葉片 数 不定芽形成率(%)/供試数
0.1 1.0 1/48 2.0 
0.1 2.0 0/48 。
1.5 1.0 0/48 。
0.5 2.0 1/48 2.0 
1.0 1.0 37/48 77.1 
1.0 2.0 47/48 97.9 








AA 0.01，0.05， O.lmg/l，BA 1.0， 2.0mg/lであった.
そしてこの中で最も不定芽形成率が高かった組合せは




発生した 2-3 crnの不定芽の形態には培地中に瀞り込む 促進されるとしている.この見解には一致しないことに
ように伸長して行くもの(写真4)，極性に従って上に はなるが，前年のNAA最適濃度が上限値O.lrng/lであっ
伸長して行くもの (写真 5)との 2種類が認められた. たことを踏まえて，これよりさらに高い濃度域のNAA





























































































2) NAA は0.01，0.05， O.lmg/lの3区の内O.01mg/lは低
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(NAA 0.1， BA 1.Omg/l添加区・ 4月30日植え付け .20'C)
写真2 培養ω日後の不定芽.
突起状の不定芽が葉状体に変わりつつある
(NAA 0.05， BA 1.0mg/l 添加区 ・4月2日植え付け・ 20'C)
写真3 培養70日後，基部中央にカルス塊発達.
(NAA 0.1， BA 2.伽19/1添加区・ 4月15日植え付け ・20'C)
写真4:培養90日後の葉片から発生した不定芽.




(NAA 1.0， BA 2.Omg/l添加区)
細長い軸を伴った立性の不定芽が認められる
シラネアオイの葉片培養によって生じた不定芽またはカルスの写真
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